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研究成果の概要（和文）：研究代表者らが開発した制御型直流アーク放電法を用いて厚さ

300-400g/cm2 の HBC-フォイルを作成し東工大の 3.2MeV の DC ネオンビーム、KEK の 650KeV

の DC 負水素イオンビーム、それに米国ロスアラモス研究所の 800MeV のパルス負水素イオンビ

ームを用いて照射性能試験を行った。結果はいずれの場合でも 1800K-2300K の高温環境下に加

熱された HBC-フォイルは市販のフォイルの 250 倍、ナノダイヤモンドフォイルの 100 倍以上の

寿命を示した。 

 

研究成果の概要（英文）：We have prepared various type HBC-foils by Controlled DC/AC 

arc-discharge method. The lifetime of these foils were measured with three different ion 

energies provided from Tokyo Institute of Technology, KEK and Los Alamos National 

Laboratory USA. The HBC-foils showed superior characteristics, especially the lifetimes 

of 250 and 100 times longer than that of CM-foil and nano diamond foil. Even at high 

temperature of 1800-2300 K.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 現在稼働中の J-PARC の大強度陽子加速器

はこの数年内にビーム出力が 1MWにグレード

アップする。陽子イオンは負水素イオンから

電子 2個を炭素フォイルで剥ぎ取ることによ

り得られる。1MW では炭素フォイルの温度が

1800K 以上になり市販の炭素フォイルではす

ぐ破損し運転不能になる。このため 1800K
以上の超高温環境下でも高温放射線損傷に

強い長寿命の開発が強く望まれていた。 
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２．研究の目的 
 
 市販の炭素フォイルは最近の高エネルギ

ー大強度加速器からの大電流イオンビーム

に対してその寿命が短寿命であるため、加速

器の運転効率の低下、そのフォイル交換時の

人体への放射線被曝が大問題となってきた。 
厚い炭素フォイル（＞150g/cm2）は大強度

イオンビームにより高温放射線損傷(変形、膜

厚減少、ピンホール)が顕著になる。その結果

荷電変換効率の低下を招き周辺の機器は高

放射化となる。この高温損傷による炭素フォ

イルの劣化を極力少なくすることを研究の

目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
 通常の炭素フォイルは高温熱蒸着法によ

って作成されている。この炭素フォイルの粒

子は２～４nm の構造からできているのでイ

オンビームで高温度に熱せられるとその熱

収縮により短時間に大きなフォイルの変形

が起こる。我々は熱収縮速度を緩和するため

に 200-500nmのクラスター粒子構造を持つ炭

素フォイルを作製した。さらに 1800K 以上の

高温度では熱による蒸発とイオンビームス

パッター作用によってフォイルの膜厚が減

少するので低蒸気圧と低スパッター率のボ

ロンを混合したハイブリッド型炭素フォイ

ルを開発した。 

 

４．研究成果 

 

 制御型直流アーク放電法を用いて炭素ク

ラスターに適当慮を混合して作製した厚さ

300-400g/cm2の HBC-フォイルを東工大バン

デグラーフ加速器の 3.2MeV ネオンイオンビ

ーム、KEK のコッククロフト加速器の 650 keV

の直流負水素イオンビーム、それに米国ロス

アラモス研究所の 800 MeV パルス負水素イオ

ンビームの 3種の荷電イオンビームで照射実

験を行った。 

東工大での結果；市販の米国の ACF フォイ

ルの250倍、ナノダイヤモンドフォイルの100

倍の高寿命を示した。この場合各フォイルの

温度は 1800 300K であった。 

KEK の結果：シングルとダブル HBC-フォイ

ルはそれぞれ 205h と 260h を示した。 

カナダ国 TRIUMF 研究所の DLC フォイルと 

市販の ACF フォイルはそれぞれ約 1h であ

った。この両フォイルはビームに沿って穴が

あいた。 又ナノとマイクロ構造のダイヤモ

ンドフォイルは最大 20h を示した。この両タ

イプのダイヤモンドフォイルはビーム照射

方向に対して照射下部が大きな変形を示し

た。 

 ロスアラモス研究所の結果：ここでテスト

した何れのフォイルも営業運転に使われた。 

 ここでの HBC-フォイル(20mm x 70mm)は約

120g/cm2 のフォイルを 3 枚重ねたもので～

5mm のカーボンファイバーで変動しないよう

に取り付けたものである。寿命はナノダイヤ

モンドフォイル（15 mm x 40mm）の数倍以上

の高寿命を示した。この場合の HBC―フォイ

ルは破損しなくても一定期間の照射で新し

いフォイルに取り換えた。従って、何れの

HBC-フォイルは再度使用可能である。上記 3

種の実験結果から、HBC-フォイルは他のテス

トした何れのフォイルに比べて変形が少な

いこと、膜厚減少は最大照射前の厚さの 

30%前後であることが分かった。この HBC-フ

ォイルの密度を測定した結果、1.1g/cm3を示

しテストした何れのフォイルに比べて最も

軽い。この低密度こそが高温環境下でも熱収

縮速度を緩和し変形を緩慢にしていると思

われる。 
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